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三田市立幼稚園再編計画（案）意見交換会概要   【有馬富士共生センター：出席者数：１４人】 
日時：６月 26 日（土）10：00～11：20 

 出席者の発言等（概要） 市の回答等（概要） 

Ａ 幼稚園再編が小学校再編のきっかけになることはないということ

ですが、中学校では上野台中学校と八景中学校の統合が検討されて

いますので、幼稚園が認定こども園に再編できれば、小学校再編に

繋がるということは誰が考えてもそう思います。オール三輪地区を

見た場合、幼稚園が志手原に集約されるのであれば、当然のことな

がら小学校もそのような形で志手原に集約されるというのは、誰が

考えても考え付くわけです。 

そうすると幼稚園だけの統廃合ではなく、小学校も今の時点から

リンクというか計画、これが然るべきだと思いますが、そのあたり

はどこまで進んでいますか。 

もう一つ、志手原地区はこちらの方に集約されるからそれ程、反

対意見は出ないかと思いますが、高平地区などの他の地区は、志手

原に集約されるのであれば、了解をいただけるというか、どのくら

い賛否の意見があるのかを参考に教えてください。 

幼稚園を再編するにあたって、他の地区の意見はどうなのかということですが、

高平の方で反対のご意見があったということは事実ですし、そういうお声は聴い

ております。具体的に賛成や反対がどれくらいというところをお答えするのは難

しいのですが、今回の意見交換会では、アンケート用紙をお渡しして、参加いた

だいた方がどのようなお考えをお持ちかということはお聞かせいただいて、その

数字は公開をさせていただきたいと思っております。 

その数字を見る中で、ある程度判断をしていかないといけないと思っています

が、どれくらいの反対、賛成であれば、どのような結論にするということは、こ

こでお答えするのは難しいところです。少なくとも、参加されている方だけにな

りますが、どのようなご意見をお持ちなのかというところを確認させていただこ

うと思っております。 

小学校の再編とリンクした計画が既にあるのではないかというご質問ですが、

小規模化が進んでいるという課題・懸念というのは私どもも持ち合わせておりま

す。幼稚園の子ども、就学前の該当年齢の子どもの数が減ってきているというこ

とは、数字として表れていますので、それが小学校にあがる年齢になれば、その

子ども達しか小学校に入らないというところで小規模化が進むということは想像

しているところです。 

ただし、皆様方にお示しをする、小学校についての計画というものは、まだ持

ち合わせてはおりません。この計画というのは、今後どうするのかということで、

議会でもご質問をいただいておりますので、小規模化の課題に対する対策をどう

するのかということを考える時期に来ていると思います。幼稚園と違うと言えば、

小学校は義務教育ということもあり、今までから地域に根差した学校運営をやっ

てきておりますので、皆様方のご理解も十分に得る必要があると考えているとこ

ろです。 

そういったことを踏まえまして、まずは小学校の小規模化に課題があるという

ことを地域の皆さんと情報提供をしながらご相談をさせていただく中で、今後ど

ういうしていくかということを十分に検討させていただきたいと考えています。 

小学校と幼稚園がリンクして動いているかというと、まだそこまでの計画のま

とめというのは持ち合わせていないという状況です。 
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Ｂ この再編計画というのは、志手原にとって、子どもたち・園児に

とっては大変良いと思います。ただ、志手原は上野台中学校区の中

で一番端になります。なぜ中心の方に寄っていかないのですか。利

便性のこともあるかと思いますが、そのあたりはどのようにお考え

ですか。 

上野台中学校も一番端にあります。校区の中心の方にみんなが寄

ってくるような施設、教育施設は考えられないのですか。確かに、

交通の便など、いろいろと考えられることもあろうかと思いますが、

そのあたりについてお考えをお聞かせください。 

資料に「共に育ちあう環境」という形も書いてあります。先程も

言われましたように、小学校もいずれ何か動きがあると思います。 

そういった中で、幼稚園がなくなり、小学校がなくなり、中学校

がなくなり、地域の活性化というのがどこかでなくなってしまう。

そういったところで、分散して、幼稚園はこのエリアに残していこ

う、小学校はこのエリアに残していこうという総合的な考えという

のを教えていただきたい。 

幼稚園再編した後の認定こども園をなぜ志手原なのかというご質問についてで

すが、エリア全体を見たときの地図上での位置というお話しもあろうかとは思い

ます。 

地域の中には幼稚園に通わせられる方だけではなく、保育の必要性があって長

時間お預けになられるという方々も一定数いらっしゃるということを示しまし

た。先ほど地理的な中心にというお話しもありましたが、皆さんの就業先として

は、そちらの方に向かわれる可能性の方が高いのではないかということを考えて

います。保護者の方がお預けになるときに、就業先に向かうところでお預けにな

られる方がより良いのではないかと考えているところです。今回の認定こども園

は保育も行う施設としていますので、就業をされる可能性の高い方向というとこ

ろで志手原を考えたというふうにご理解いただきたいと思います。 

ご意見の中では、幼稚園がなくなって、小学校がなくなって、中学校もなくな

ってというようなことがあれば、地域の活性化がどうなっていくのだろうという

懸念があるというお話は、私たちも十分に理解していますし、地域にあるものが

なくなるというところでお感じになる気持ちにつきましても共感させていただく

ところです。 

教育委員会から申しあげましたが、今の段階で小学校をどうするのかというと

ころに、まだ言及できる状態ではありませんので、まずもって幼稚園については、

私どもが考えている場所でのお話をさせていただいています。小学校については、

まだ地域の皆さまとお話をする場面に入っているわけではありませんので、その

中で、今おっしゃられたようなことについてもご意見としてお話をいただけるこ

とになると思います。 

Ｃ 認定こども園が人口減少の抑制になると考えているという説明が

ありました。小学校については、どの地域、例えば志手原小学校に

集約するという具体的な計画はないという意味だと思いますが、既

に小学校は一学年２クラス、３クラスという基準を三田市はこの案

の中に示しています。ということは、幼稚園再編の先に小学校の再

編計画も出てくるということが目に見えているわけです。 

そうした中で、認定こども園によって人口減少が抑制できるよう

な説明がありましたが、具体的にどのように抑制をして、人口がど

うなっていくのかを示すべきだと思います。このままでは人口減少

になって、大変な事態になるという脅しの話ばかりです。これに対

して、具体的にこういう手立てをとったらこのようになるという展

人口減少の要因というのは様々で、少子化や若年層の流出も大きな要因の一つ

ではないかというのはお示ししているところです。 

若年層の流出の要因の中には、子育て世代が極端に減りつつあるという現状を

見ますと、この農村地域に７時から 19 時までというような共働きをしながら子育

てをできる施設がないというのも要因の一つではないかと考えているところで

す。 

もちろん人口減少の要因は一つではありませんが、そういった要因の一つと思

われる若年層の流出をいかに抑制するかというのが一つ大きなポイントかと思っ

ています。その観点から認定こども園化することによって、今は既成市街地やニ

ュータウンへ子どもさんを預けに行かれている農村地域の子育て世代の皆さん

が、この農村地域内で認定こども園にお預けいただけることにより、もちろん子
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望が一切出されていません。人数が一定規模になりますというだけ

であって、展望ではなく、数合わせだけです。この数合わせをした

ら、どのような地域になっていくのかをまず示すことが最初ではな

いですか。いくら計画案の段階でも、それを示さないでこういう議

論をしていくというのは、ちょっと脅しのような状況になります。 

どもさんが集まっていただけることもありますし、地域にとどまっていただける、

きっかけになるのではないかと思っております。 

このことをすることで人口が 100 人や 200 人増えるというようなことではあり

ません。人口というのは、いろんな要素が絡まって増えたり、減ったりしていく

ものでございますので、皆さんには、こういった施設がもしできた暁には、こう

いった施設もできて、共働きしながらでもここに住めるようになる、これも考え

てみたらというようなお声がけを若い世代の方にしていただきたいと思っている

ところでです。 

脅しと言われましたが、私たちが危機感を持っていますのは、子どもさんの学

ぶ機会についてです。友だちをたくさん作りながら、友だち同士の関わりの中で

学び合うということが、徐々に難しくなっている現状を危惧しているところです。 

その対策の一つとして集約をする。ただそれだけでは十分ではないということ

もありますので、子育て支援にも役に立つ認定こども園化を図るということを含

めて、最終的には子どもさんの豊かな学び、学び合いが出来るような施設にして

まいりたいというのがこの再編計画案の趣旨です。 

Ｄ 事前に協力いただいて、資料をいただきまして、ＰＴＡ会員にこ

の資料を配布して意見を募集しましたが、意見はありませんでした。

関心が薄いのか、お忙しいのか、わかりかねますが、一つ思ったこ

とは、この資料だけでは伝えられない内容があると見ていて思いま

した。説明を受けて、人口減少や人口ピラミッドなど、そういう中

でいろんな根拠を持ってなされているとは思いましたが、資料にし

っかりとそれを明記してもらいたい。説明会に参加されない方がわ

からないという状態では絶対ダメだと思います。説明会に参加しな

くても意見を出せるような状態にしていただくことが大事ではない

かと思いました。 

保護者の意見が取れていないので、個人的な意見になりますが、

小学校の適正規模を示されていて、小学校の方が先ではないかと思

っています。幼稚園は長くて３年、小学校は６年あります。小学校

の小規模の問題の方が大きいのではないかと思っています。中学校

再編も準備して、幼稚園もやります。小学校だけ中抜きで、今検討

中というような状態では、何か繋がりに欠けているというような気

持ちがあります。 

保育ニーズの多様化で長時間保育のニーズの高まりというのがあ

資料のあり方につきましては意見交換会を開催するときの参考とさせていただ

きたいと思います。 

資料集７ページの表４に保育率の推移があります。令和３年度の３歳児から５

歳児の保育率は 45.2％で、この数字は平成 29 年から掲載していますが、年々、お

預けになりたいという方の率が増えてきています。 

これを見ますと、保育ニーズが高まっているということをご確認いただけるか

と思います。資料集 12 ページでは、園区内のお子さんのうち、就学前施設に在籍

されているお子さんの数をお示ししています。この数字を読み取る中では、ニー

ズはあると私たちは受け取っています。これを見て、ニーズがないとはなりにく

いと思っております。 

受け入れが足りるのかというところですが、認定こども園化した後の定員は３

歳の子どもさんが 25 人、４歳のお子さんが 30 人、５歳のお子さんが 30 人。当初

５歳のお子さんは皆さんを受け入れるために 35 人としており、全体として 90 人

と考えていますので、集約する園のお子さんの数は十分に受け入れられるという

ところで計画はさせていただいています。 

道路や駐車場のことを懸念されているのは、当然のことだと思いますし、対応

はしていかないといけないと思いますが、この再編計画案が計画として確定した

上で、例えば駐車場や通園バスの進入路など、具体的なことについてのお話を一
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りましたが、そういう意見があるということですか。それとも２号

認定のお子さんが多くいらっしゃるという意味ですか。それと全員

入れる新しい認定こども園は想定されている規模で足りますか。 

賛成、反対という話があるので、賛成だったとき、先の話をする

のもちょっと話が違うと思っています。 

私はこの説明を受けてから再三言わしてもらっているのは、バス

を出して職員も増えるのであれば、「バスの転回場所はどうなります

か」、「駐車場まで入ってくるルートはすれ違いが難しいです」、「駐

車場も狭いので、今でもいっぱいの状態をどうするのですか」。今回

も盛り込まないといけないで終わっていますが、もう少し早く具体

的に出してもらわないと賛成という手も挙げにくいということを言

わせていただきます。 

緒に進めていかないといけないと思います。計画に盛り込むかどうかというよう

な段階ではないのではないかというお話しかと思いますが、通園バスのことも、

実際に通われる方などに直接的にお話をさせていただくことが必要になってくる

と思います。 

志手原のことでいいますと、駐車場の進入路は確かに道が狭いので、すれ違い

のための退避を考えないといけないとかいうことは私たちも思っております。た

だ、具体的な協議というのは、計画案が計画となった段階でさせていただかない

といけないことだと思っています。 

そういう意味でいうと、計画案を計画とする段階では、具体的にそのことを協

議する内容であるということをきちんと計画の中に盛り込むことによって、市も

それを協議する項目として認識しているし、担保していくという形にするのが良

いのではないかというところです。 

懸念されている内容は十分に理解できますし、協議していかないといけないと

は思っていますが、駐車場の台数をこれだけにしますとか、道路をこのぐらい拡

幅しますというような具体の手順を今、この計画に書くというのは難しいという

ところをご理解いただきたいと思います。 

 具体的に書いて欲しいということではなく、そういう問題がある

のでそこも検討しますということを計画に書いて欲しいです。 

今ご意見いただいたものを検討することはもちろん必要だと思っております。 

Ｅ 中学校の再編計画、幼稚園とわかりますが、仮にそれが統廃合さ

れたとして、子ども・未来部や教育委員会の仕事ではないとわかり

ますが、これから先に若い子育て世代の皆さんに来ていただける、

住み続けていただけるようなことは、どなたが、どこの部署で考え

ていただけることですか。 

今回はこういう単位になりますが、今後の人口減少によって、ま

た何年か先、次はどういう単位になっていくのか。さらに次の世代

のこともあります。そういうこともまた考えられているのかと心配

になっています。 

計画への掲載を検討するものとして、地域の活性化について書かせていただい

ています。農村地域、全市域的もそうですが、いろんな地域の活性化というのが

重要で市の総合計画にもあります。その中では、農業が三田市の基幹産業である

というような位置づけもしております。そこを担っている農村地域の活性化なし

に三田市が三田市であることはなかなか難しいのではないかと考えているところ

です。 

誰がどのようにということですけれども、先日もこの意見交換会を開催する前

に関係部署を集めて、「こんな説明をさせていただいて意見交換をします」という

お話しをしました。その中では、当然、農村地域の活性化についてもお話が出て

くると思いますので、それについては市をあげて取り組んでいくと、市長もそう

いった指示をしておりますので、それについては三田市役所全体でという形にな

ろうかと思っています。 

具体的な取り組みとしては、農業振興の分野など、いろんな分野があると思い

ますし、それぞれの地域全体のご意向みたいなものも確認をしていく必要もある
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と思います。どんな地域にしたいというご意向も地域の中ではあって、志手原校

区では地域計画というようなものもできているとお聞きをしておりますので、そ

のあたりを市役所とも共有をして、市役所と地域の皆さんの役割分担をしながら、

より良い地域になっていくように取り組んでいきたいと思っているところです。 

そういった計画がない地域もありますし、そういったことが始まっていない地

域もあります。ただ地域の活性化にあたっては、皆さんがどんな地域にしていき

たいのかというところについては、現状も含めて、一緒に考えていかなければな

らないのかなと思っております。一度に済むものではないですし、少しずつ前に

進めていかなければいけない部分もありますので、何かありまましら、まず私た

ちが担当部署につなぐことも可能ですので、何なりとお話しいただいたら結構で

ございますのでよろしくお願いいたします。 

 


